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大
陸
的
流
行
音
楽
の
新
風

外
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
背
栄
シ
ー
ン
を
、
文
字

ど
お
り
震
惨
さ
せ
て
い
る
。

「
西
北
風
」
は
、
中
国
の
函
北
高
原
の

ピ
ュ
ラ
!
背
後
は
、
始
ま
っ
て
か
ら
今
日

ま
で
、
ま
だ
わ
ず
か
刊
凶
作
十
の
歴
史
し
か
な

い
の
だ
。
そ
の
途
中
、
雨
も
降
り
風
も
吹

き
、
い
つ
も
間
制
ば
か
り
だ
っ
た
し
、
今

も
っ
て
然
る
べ
き
地
位
も
耽
開
立
し
て
い
な

だ
が
、
こ
れ
し
き
の
こ
と
で
、
問
内
副

外
の
中
間
人
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
-
H
批
叫
ん
ふ
た
ち
が
、

へ
こ
た
れ
る
も
の
か
。
彼
(
女
}
ら
は
こ
れ

か
ら
、
小
国
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
立
H

栄
が
世
界

越

蘇

∞
同
吋
z
m
M
(

訳
H
橋
爪
大
三
郎
)

こ
の
叩
年
来
、
中
国
は
め
ざ
ま
し
い
変

化
を
と
げ
て
き
た
。
こ
の
変
化
を
、
海
外

の
人
び
と
が
、
政
治
・
経
済
の
観
点
か
ら

話
題
に
す
る
こ
と
は
多
い
。
だ
が
、
音
楽

と
な
る
と
、
ま
る
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
ど
う
せ
中
国
に
は
民
族
音
楽
し
か

な
い
だ
ろ
う
、
み
た
い
に
思
わ
れ
て
い
た

か
ら
だ
が
、
実
は
知
ら
な
い
う
ち
に
、
巨

大
な
変
化
が
う
ま
れ
て
い
る
。
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
音
楽
(
流
行
音
楽
)
の
ニ
ュ

l
ウ
ェ
ー

ブ
が
、
目
を
見
張
る
ほ
ど
の
す
ば
ら
し
い

速
度
で
成
長
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

L
l
J代
い

&
え
ん

数
年
ま
え
に
出
現
し
た

「
西
北
風
」

は
、
索
朴
で
豪
快
で
粗
削
り
な
味
わ
い
と
、

奥
深
く
て
切
れ
味
の
す
る
ど
い
思
恕
内
容

と
を
そ
な
え
て
い
る
。
そ
こ
に
仏
新
の
、

欧
米
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
-H
栄
の
ア
レ
ン
ジ
も
加

わ
っ
て
、
徐
々
に
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
産

み
出
す
に
い
た
っ
た
。
こ
れ
が
、
中
国
内

1
1
・

i

t
-sい
A
J

l
h

、

筆
者
の
作
品
集

ー一一-~-'-一ー』ーー

に
は
ば
た
く
よ
う
、

、つ。

努
力
を
就
け
る
だ
ろ

こ
の
印
年
を
桜
り
か
え
る
と
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
音
楽
の
変
化
は
、
中
阿
の
変
化
を
映

し
だ
し
て
も
い
る
。
一
九
八

O
年
か
ら
、

欧
米
、
日
本
、
香
浴
・
合
的
の
い
ろ
ん
な

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
-
u
殺
が
、
ど
ウ
と
小
山
に
流

れ
こ
ん
で
き
て
、
中
国
に
二
日
花
斉
放
仰

を
も
た
・
り
し
た
。
そ
の
時
以
米
、
山
中
同
の

ポ
ゼ
ュ
ラ

l
b
u楽
家
た
ち
は
、
飢
ハ
訟
と
苦

O 

) 

4 

O 
広
漠
と
し
た
、
粗
削
り
で
豪
快
な
民
政
音

殺
の
調
べ
を
感
情
の
ベ

l
ス
に
し
て
い
る
。

そ
れ
に
、
欧
米
の
最
新
ア
レ
ン
ジ
を
施
し

。
必
ぐ
ん

で
、
中
国
特
有
の
ロ
ッ
ク
(
揺
液
)
が
出

来
あ
が
っ
た
。
そ
の
代
表
曲
二
無
所
有
」

「黄
土
高
波
」
は
、
ご
く
短
時
間
の
う
ち

に
、
日
本
を
除
く
大
部
分
の
在
外
中
国
人

社
会
で
た
ち
ま
ち
ヒ
ッ
ト
凶
と
な
っ
た
。

「
一
無
所
有
」
と
「
血
染
的
風
采
」
は
、

回
年
度
の
伊
香
港
中
文
十
大
金
曲
H

(

レ
コ

ー
ド
大
賞
の
よ
う
な
も
の
)
を
、
見
事
受

賞
。
香
港
、
台
湾
、
シ
シ
ガ
ポ

l
ル
、
マ

レ
ー
シ
ア
で
も
、
こ
の
二
曲
は
ビ
ッ
グ
・

ヒ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

香
港
の
雑
誌

『音
楽
通
訊
』
の
評
論
家

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
一
無
所
有
」
「
血
染
的
風
采
」
は
、

内
容
が
盟
か
な
曲
だ
。
聴
い
て
い
る
と
、

心
が
、
見
渡
す
限
り
は
て
し
な
い
大
地

の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
く
る
。
わ
れ
わ

れ
は
な
ん
と
、
チ
マ
チ
7
し
た
ス
ケ
ー

ル
で
生
き
て
き
た
ん
だ
ろ
う
と
思
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
滅
多
な
作
曲
家
の
、
述

〈
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

こ
の
持
論
は
、

4
4
h

め
す
ぎ
の
き
ら
い
も

あ
る
。
た
だ
何
と
言
っ
て
も
、
中
国
の
ポ

159 

怖
の
入
り
交
じ
っ
た
新
し
い
時
代
に
入
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
世
界
の
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
音
楽
界
と
、
技
術
、
設
備
、
意
識

の
点
で
大
き
く
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
こ
と

に
、
は
っ
き
り
目
を
邸
ま
さ
れ
も
し
た
。

そ
の
う
え
、
各
方
面
か
ら
の
圧
力
が
不
断

に
か
け
ら
れ
て
い
て
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽

を
売
以
さ
せ
る
の
は
、
と
て
も
難
し
い
こ

と
で
も
あ
る
の
だ
。

凶
作
?
の
風
雪
に
耐
え
、
い
よ
い
よ
、
中

国
の
ポ
ピ

f
フ
l
音
楽
も
ひ

と
り
立
ち
で
き
る
日
が
き
た
。

先
ご
ろ
持
浴
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
台
湾
、
マ
レ
ー
シ
ア
で

一
斉
に
、
『
問
天
開
地
』
と
題

す
る
、
中
国
の
ニ
ュ

l
ウ
ェ

ー
ブ
を
紹
介
す
る
カ
セ
ッ
ト

.
テ
ー
プ
が
発
売
に
な
り
、

同
地
の
人
ぴ
主
の
あ
い
だ
で

大
評
判
に
な
っ
て
い
る
。
外

箱
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
、
中
身

の
音
楽
ま
で
、
何
も
か
も
新

し
い
試
み
、
新
し
い
感
覚
な

の
は
一
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ

の
『
間
夫
闘
地
』
と
い
う
テ
ー

プ
か
ら
、
人
び
と
は
よ
う
や 1

4
li
e
f-
-;
・i
t
h
a

ト
パ
川

VHis-
-1・1
パリ

HJ
K

く
中
岡
ホ
ピ
ュ
ラ

l
音
楽
の
、
新
天
地
を

目
に
、
い
や
耳
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

ご
く
近
い
将
来
、
中
国
の
ポ
ピ

ュ
ラ
ー

音
殺
は
、
日
本
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。
日
本
の
音
山
市
フ
ァ
ン
の
皆

さ
ん
に
も
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
絡
し
い
。

さ
あ
昇
れ
、
太
防
よ
。
も
っ
と
す
向
く
、

も
っ
と
布
く
昇
れ
・
:
。
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ア
ン
ポ
は
遅
い
が
ヘ
ヴ
ィ
に

し
の
ぎ
隼
ひ
ろ
し

鶴

崎

弘

昨
年
日
月
、
ジ
ャ
・
カ
ル
タ
の
タ
ク
シ
ー

の
カ

l
ラ
ジ
オ
で
、
シ
ー
ラ
・
マ
ジ
ッ
ド

の
「
シ
ナ
ラ
ン
」
に
続
い
て
琉
れ
た
の
が

ツ
エ
ツ
ペ
リ
ン
の
「
天
国
へ
の
階
段
」
。
思

わ
ず
な
ご
ん
で
し
ま
っ
た
。

今
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
や
た
ら
に
流
行
っ
て

い
る
の
が
、

H

ス
ロ

l
・
ロ
ッ
ク
。
な
る
ジ

ャ
ン
ル
だ
。
カ
セ
ッ
ト
屋
に
は
ス
ロ

l
・

O 
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